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                                                 “第６号” 

発行：大歳自治振興会 

                                                                【広報委員会】 
                                        （H23.5.15） 

 

  「力を結集して」 大歳自治振興会長 吉冨滋浩 
 平素は、自治振興会の活動にご理解ご支援をいただき心より感謝申し上げます。 

 さて、地域づくりに取り組み始めて３年目となり、今年度は「大歳地区地域づくり計画」のさらなる

具現化を進めるため、５つの専門部会「健康福祉部会」「安心安全部会」「こども部会」「文化スポーツ

部会」「自治会活性化部会｣を設け、またその活動内容をお知らせする「広報委員会」を設置しました。 

 一緒に考え、活動することによって、いろん 

な大歳が見えます。みなさんの力を結集して、 

現在の大歳をよりよい大歳にステップアップさ 

せましょう。ご協力のほどよろしくお願い申し 

上げます。  

  「持続性のある地域づくりを」 大歳地域交流センター所長 中村千里 
平素からセンターの各種事業にご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げます。 

 現在進めておられます地域づくりについて、一番大切な点は「持続性」だと私は思っています。それ

ぞれの活動を無理せず、一過性なものにせず、５年先、１０年先、さらにはもっと先をしっかりと見据

えて活動していくことが重要ではないでしょうか。 

地域全体で、目指す「島影」をしっかり共有し、じっくり、そして着実に 

船のオールを漕いでいってください。私どもセンター職員も、地域の皆様の 

ためにしっかりとご支援させていただくことをお約束いたします。 

 

ひとコマおおとし 

大歳自治振興会と大歳体育振興会では、４月２４日に開催した大歳地区体育祭で、例年 

参加者のみなさんにお配りしている競技 

参加賞品の一部を運動靴(120足）にして、 

東日本大震災で被災された福島県内の多 

くの方が避難生活をしておられる福島市 

に支援物資として送りました。 

なお、支援物資に運動靴を選んだ理由 

は、福島市の要望に応えたものです。 

また、体育祭当日は、本部テント前に 

「がんばろう東北!! がんばろう日本!!」 

の横断幕を掲げ、グランドの中からみな 

さんの頑張っている元気も被災地へ届け 

ました。 

 

 

大歳自治振興会からのお知らせ 

 

大歳自治振興会では、大歳の将来をより

良いものにするため、大歳地区地域づくり

計画の基本理念「みんなでつくろう、明るく

住みよいおおとしを」の実現に向けて、みな

さんと一緒に地域づくりを進めます。 

大歳地区体育祭での１コマです！ 

「がんばろう」の横断幕です 
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このたび、新たに広報委員会ができ、大歳のみなさんに地域づくり等の情報 

をお届けすることとなりました。そこで、この広報紙「大歳自治振興会からのお知 

らせ」に代わる新しい“愛称”をみなさんから募集します。 

      下記により奮って応募ください。見事、愛称に選ばれた方には、記念品を

差し上げます。なお､新しい愛称は次号から使用します。 

愛称の応募は、５月末まで受け付けます。 
■応募に必要な事項 

「愛称名」「その愛称名とした理由」「氏名」「住所」「電話番号」 

■申込先  大歳自治振興会事務局（大歳地域交流センター内） 

■申込方法 ①電 話 083-922-4035 

    ②ＦＡＸ 083-922-4036 

③e-mail o104mati@c-able.ne.jp 

 

 

 

 

        今回の投稿テーマ：「平成２１年 7 月の豪雨水害体験」 

投稿記事の内容は、次号(第７号)の災害特集の中で紹介させていただき

ます。体験談などをお待ちしておりますが、文章を書くのは苦手という方

は、当時の大雨の様子が分かる写真だけの応募でもＯＫです。 

（※投稿記事内容については、広報委員会で調整する場合があります） 

      投稿記事の応募は、５月末まで受け付けます。 

■投稿に必要な事項 

「記事」「写真(お持ちの場合)」「投稿者氏名」「住所」「電話番号」 

■提出先  大歳自治振興会事務局（大歳地域交流センター内） 

■提出方法 ①原稿持参  ②ＦＡＸ ０８３－９２２－４０３６ 

③e-mail o104mati@c-able.ne.jp 

 

東日本大震災にかかる義援金の集約状況 

４月から各自治会にお願いしました義援金は、５月１０日時点で 

1,913,564 円が寄せられております。ご協力いただきました皆様、 

ありがとうございました。 
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その①         ★「老いても住みよい大歳に」★ 

◎高齢者支援体制の充実… 

・一人暮らし高齢者の方などへ、緊急連絡先が記入でき、 

いざという時に一目で確認できる「安心カード」を作 

成し、配付します。 

・ふれあい弁当の配付数の増加に伴い、魚焼器などの調理器具を充実します。 

・自治会ごとに高齢者とのふれあいの場づくりの検討を行い、ふれあいいきいき

サロンの立ち上げを支援します。 

◎高齢者の交通安全対策… 

・高齢者の交通安全意識の高揚を図るため、高齢者ドライバー１日ドック講習会

への参加を促進します。 

-２- -３- 

その③ ★「住民のみんなが参加する自治会にしよう」★ 

 ◎地域の災害安全対策… 

・自治会単位での自主防災組織の立ち上げを支援し、防災委員を中心に防災意識

の啓発を推進します。 

◎犯罪の起こりにくい環境の整備… 

・防犯灯(LED 灯)の設置を推進し、防犯意識の高揚、犯罪抑制対策を図り 

ます。また、交通事故防止のため、カーブミラーの設置を支援します。 

・みなさんが一体となって清掃作業を行う大歳地区一斉清掃を８月２８日(日)に

行います。また、草刈隊(有志)による市道沿道の美化活動を実施します。 

◎自治会(地域)の活性化… 

・自治会でのふれあいを目的とした新規事業「1 自治会 1 事業（地域清掃、 

世代間交流、声かけ運動など）」の実施を支援します。 

 

その②     ★「子どもたちが、すくすく育つ大歳に」★ 

 ◎子どもの交通安全対策… 

・登下校時の立哨による交通指導の強化を図ります。 

・通学路に「交通安全のぼり旗」を設置し、交通安全の啓発を推進します。 

・子ども達の見守り活動を推進するため、青パト隊の新設や夜間パトロールの充

実を図ります。 

◎子育て支援… 

・子育て広場「風和里」の開催を継続し、子ども同士(乳児)が自由に遊べ、 

親同士も交流でき、母子保健推進員などから子育てに関するアドバイス 

が受けられる地域の子育てを支援します。 

◎三世代交流事業の促進… 

・世代間交流が促進されるように、自治会の花壇づくりを支援します。 

その④ ★「地域の生活課題を、みんなで解決しよう」★ 

 ◎「たより」に情報を掲載… 

・地域情報の発信源として、「自治振興会だより」を発行し、みなさんに地域づく

り活動の実施状況などを広報します。また、みなさんからの各種情報を収集し

再発信するなど、地域への関心を高めます。 

・ホームページの立ち上げに向けて、研究･検討を行います。 

◎大歳駅の活用… 

・山口国体開催に伴い改修された大歳駅を国体終了後に、 

地域のふれ合いの場として活用するため、その活用方法 

を検討･協議します。 

大歳のまちづくりの主役は、あなたです！ 

大歳地区では、「個性豊かで活力ある自立した

地域社会の実現」に向けて、みなさんと行政の

協働によるまちづくりを進めています。 

「協働による大歳のまちづくり」とは？ 

みなさんと行政、またみなさん同士が、お互

いをパートナーとして、同じ目標に向かって、

共に考え、協力し合い、住みよい豊かな大歳を

目指して取り組むことを言います。 


